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報　告

西南女学院大学生のキャンパスニーズに関する調査
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＜要　旨＞
　西南女学院大学・大学短期大学部では、各学科において、将来、専門職として働く人材を育成している。そこで、
専門職同士が協働するための基礎となる力（社会人基礎力）を身につけることができるよう、正課外における学生の主
体的な学びを促進する必要があると考える。そのため、本稿では、学生の主体的な学びを促進するための環境作り
のための基礎資料を得ることを目的に実施した、学生のキャンパスニーズについての調査結果を報告する。
　結果から、全体の６割の学生がキャンパスに満足していることが明らかとなった。一方で、正課外学習に注力して
いる学生は１割程度であった。また、学生間や学生と教職員の交流機会の確保を望む声が確認された。

キーワード：キャンパスニーズ、正課外学習

Ⅰ．問題の所在と目的

　西南女学院大学・大学短期大学部では、全学科で何
らかの専門職養成を行っており、そのための創意工夫
された独自のカリキュラムが準備されている。さらに、
近年の高等教育においては、「基礎学力」「専門知識」
に加え、それらをうまく活用する「社会人基礎力」の
意識的な育成が求められている１）。社会人基礎力とは、

「職場や地域社会で多様な人々と仕事をしていくため
に必要な基礎的な力」であり、「前に踏み出す力」、「考
え抜く力」、「チームで働く力」の 3 つの能力とされて
おり、専門職養成を担う本学においてもその基盤とな
る力として育成に取り組んでいるところである。特に
本学では、2018 年度に全学的に総合人間科学科目群・
一般教育科目群を見直し、学士力・礼節マナー・社会
人基礎力を基盤とした人間力の育成を掲げており、社
会人基礎力は非常に重要な資質の一つとして位置づい
ている。
　この社会人基礎力育成に有効な教育方法として、「学
生自身による目標設定・プロセスデザイン」「教員の支
援的関与による主体的学習の促進」「カリキュラム化に
よる継続性の確保」が挙げられており２）、実施形態の

一つとして課題解決型学習（Project Based Learning
＝以下、PBL 型学習）における有効性が示唆されて
いる３）。これを受け、本研究の筆者らを含む教職員グ
ループを中心として、西南女学院大学・大学短期大学
部内において PBL 型学習を促進するための学生の学
びの拠点作りを試行することとした。ここでの PBL
型学習は、各学科の講義内において実施されている初
年次導入教育や専門教育に則ったものではなく、学科
横断的な任意のグループによる学生主体のものを想定
した。その理由は、社会人基礎力が「職場や地域社会
で多様な人々と仕事をしていくために必要な基礎的な
力」とされており、専門教育に捉われない多様な背景
を持つ他者との関わりの中で育つという点を重視する
からである。そのため、本取り組みにおける PBL 型
学習は、正課外における学科横断的な学生同士による
自主的な活動を基本とし、担当する教職員が活動毎に
課題を明確にし、解決へ向けた援助を行うものとする。
そして、PBL 型学習の成果としては、「前に踏み出す
力」、「考え抜く力」、「チームで働く力」の 3 つの観点
によるポートフォリオを作成し、個人内の成長を測る
ことを検討している。
　ところで、本学学生の正課外の過ごし方について、
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「学生実態調査」４）から、正課との比較で以下のような
結果が示された。大学では、「週の授業への出席時間」
が週平均 11.83 時間であるのに対し、「携帯電話の使
用」が週平均 10.22 時間、「アルバイト」が週平均 8.50
時間であった。また、短期大学部では「週の授業への
出席時間」が週平均 15.66 時間であるのに対し、「携帯
電話の使用」が週平均 11.88 時間、「友人との交際」が
10.19 時間、「アルバイト」が週平均 9.97 時間であった。
この結果にあるように、正課外の過ごし方の一つであ
る「携帯電話の使用」に費やす時間は、「週の授業への
出席時間」と大差のない結果であった。この「携帯電
話の使用」については、様々なことが考えられる。例
えば、スマートフォンの普及に伴い、携帯電話を利用
した学習も一般的となっている。さらに、休講・補講、
教室変更等の確認、公共交通機関の時間の検索、友人
との連絡等、携帯電話は生活に欠かせないデバイスで
あると言える。しかし、大学では平均で週の講義時間
と 1.61 時間、短期大学部では 3.78 時間の差しかない
ことが明らかとなっている。例えば、この「携帯電話
の使用」時間を少しでも社会人基礎力の育成を志向し
た PBL 型学習に充てることができれば、学生の社会
人基礎力向上のための有意義な時間を提供することに
なるのではないだろうか。そのためには、現在の西南
女学院大学のキャンパスが本取り組みで想定している
PBL 型学習を実施するにあたり、どのような環境整備
を行う必要があるかを明らかにする必要がある。
　そこで本調査では、正課外活動における社会人基礎
力養成を行うための PBL 型学習を実施するために、
西南女学院大学の学生が現状の本学の学習環境に対し
てどのようなニーズを持っているかを明らかにし、学
生による自主的な PBL 型学習促進のための基礎資料
とすることを目的とする。

Ⅱ．調査方法

１．質問項目の生成
　学生による自主的な PBL 型学習を促進するにあた
り、西南女学院大学の学生が現状の本学の学習環境に
対してどのようなニーズを持っているかを明らかにす
るために、キャンパスニーズに関する質問紙を作成し
た。質問紙作成に当たり、筆者と共同研究者 3 人、保
健福祉学部 3 学科の学生 10 人（看護学科 2 年生 5 人、
福祉学科 2 年 1 人、栄養学科 2 年生 1 人、看護学科 3
年生 1 人、福祉学科 3 年生 1 人、栄養学科 3 年生 1 人）

により、想定され得る学生による自主的な PBL 型学
習の内容を踏まえた上で、キャンパスに対するニーズ
についてブレインストーミングを行った。その際、想
定された PBL 型学習には、学生によるプレゼン資料
のコンテスト大会や学科間交流イベントの開催等が上
げられた。ブレインストーミングの結果、①キャンパ
スに対する満足度、②大学生活全般についてのニーズ、
③教職員との交流についてニーズ、④学習設備に関す
るニーズ、⑤理想のキャンパス像の 5 つのカテゴリー
が抽出された。その後、各カテゴリーの構成要素を基
に無記名式の質問紙を作成した（資料 1 参照）。
　①キャンパスに対する満足度については、現状の
キャンパスに対して学生が総合的にどのように考えて
いるかを把握する項目として設定した（資料１：設問
１④−⑧）。②大学生活全般についてのニーズについて
は、今後正課外における学科横断的な学生同士による
自主的な PBL 型学習を実施するにあたり、学内イベ
ントへの希望や他学科への関心を明らかにする為の項
目として設定した（資料１：設問２①−⑦）。本取り組
みでは、今後の PBL 型学習については、教職員が必
要な援助を行いながら進めていくことを考えている。
それを踏まえ、教職員との日常的な交流機会の確保は、
PBL 型学習を進める上で教・職・学の協働に必要であ
るという意見から③教職員との交流についてニーズに
ついての項目を設定した（資料１：設問３①−⑦）。④
学習設備に関するニーズについては、今後の PBL 型
学習活動を念頭においた上で、どのような学習設備に
対してニーズがあるかを把握しておく項目として設定
した（資料１：設問２⑧−⑫、設問４①−㉒）、⑤理想
のキャンパス像は、質問項目だけでは把握しきれない、
学生の希望を自由記述の形式で問うた（資料１：設問
５①−④自由記述）。

２．調査手続き
　この質問紙を 2017 年度後期開始時に、西南女学院
大学各学科の 1 年生から 3 年生、西南女学院大学短期
大学部保育科 1 年生に対し、口頭で調査趣旨を説明し
た後、厳封可能な封筒に入れて配布した。回答後各自
で厳封し、提出するよう求めた。回収は、各学科の共
同研究者の研究室前に準備した回収ボックスへの投函
にて行い、回答者の匿名性を担保した。調査用紙回収
後は、速やかに数量データ化を行った。
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３．集計
　配布数 1214（2017 年 5 月 1 日現在の学生数を元に
算出）、回収数 461（38.0％）、有効回答数 444（36.6％）
であった。本調査は、学生による自主的な PBL 型学
習促進のための基礎資料を得ることを目的としている
ため、結果については、Microsoft Excel 2010 を用い
た単純集計と図表の作成のみを行った。また、⑤理想
のキャンパス像については、いくつかの多様な回答が
得られたが、キャンパスニーズという内容とは関連の
ないものであり、今後の正課外における学科横断的な
学生同士による自主的な PBL 型学習において検討す
ることとし、本報告においては集計・分析の対象とし
なかった。

４．倫理的配慮
　本調査は西南女学院倫理審査（2016 年度第 16 号）
の承認を得て実施している。

Ⅲ．結果

１．回答者の属性
　 回 収 率 は 38.0% で、 回 答 者 の 属 性 は 看 護 学 科
22.7%、福祉学科 13.7%、栄養学科 9.0%、英語学科
20.7%、観光文化学科 31.8%、保育科 1.4% であった。
保育科については、学生数、対象が１年生だけである
ことから低い割合となっている。（図１）

２．キャンパス満足度
　65.1% が「満足している」と捉えており、そのうち「非
常に満足」している学生は 12.6% であった。また、「不
満」を持っている学生は 33.4% であった。
　本項目では、満足している点、不満な点について、
自由記述でも回答を求めたところ、表１のような回答
が得られた。学習面、人間関係に関する回答について
は、満足している点、不満な点の双方で確認されたが、
施設・設備に関する回答は不満な点のみで確認された。

（図２）（表１）

図１　回答者の属性 図２　キャンパス満足度

表１　満足な点と不満な点
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３．大学生活で最も力を注いでいること
　52.7% が「正課」に注力していることが明らかとなっ
た。次に注力しているのは、「アルバイト」で 13.5%
であった。正課外学習については、5.9% と４番目に低
い結果であった。（図３）

４．学内における正課外イベントの参加意思
　学内で正課外イベントを開催した際に参加する意思
があるかどうかを尋ねたところ、47.1% が参加の意思
があることが分かった。また、自由記述において、ど
のようなイベントを希望しているか尋ねたところ、「他
学科交流」・「運動会」・「音楽祭」・「季節の行事」・「他
大学交流」という意見が上がった。（図４）

５．他学科の学習内容への関心
　図５に示すように、他学科の学習内容へ関心がある
学生は全体で 57.9% であることが分かった。（図５）

６．友人と勉強する場所
　表２に勉強する時友人とよく過ごす場所についての
回答を示す（複数回答）。結果から、キャンパス内にお
ける学習環境として、150 人の学生が「図書館」と回
答し、次いで 138 人の学生が「空き教室」と回答して
いた。また、空き教室に関する自由記述において、授
業をしているかどうかを WEB 上や教室外から確認で
きるような手立てが欲しいという意見が上がった。

（表２）

図３　大学生活で最も注力していること 図４　学内イベントの参加意思

表２　友人と勉強する場所（複数回答）

図５　他学科の学習内容への関心
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７．友人と空き時間を過ごす場所
　談話・飲食を含め空き時間を過ごす場所として 154
人の学生が「学生食堂」と回答しており、ニーズが高
いことが確認された。さらに、ここでも「空き教室」
で過ごすという学生が 123 人おり、需要が高いことが
明らかとなった。（表３）

８．友人と授業後過ごす場所
　授業後過ごす場所としては、「学外」と回答した学生
が 132 人と最も多く、正課外の学習をキャンパス内で
行いにくい状況であることが伺える結果であった。

（表４）

９．グループ課題をする場所
　グループ課題をする場所としては、110 人が「空き
教室」、101 人が「学生食堂」、98 人が「図書館」、93
人が「情報処理演習室」と回答していた。（表５）

１０．一人で過ごす場所
　「図書館」で過ごす学生が 183 人と最も多く、学内
で自学をする上では、図書館は有効な場所であること
が確認された。一方で、自由記述において、席数につ
いての不満が上がった。特に、学期末試験前に混み合
うことで、日常的に図書館を使用している学生が使用
できなくなるという不満が上がった。（表６）

表３　友人と空き時間を過ごす場所（複数回答） 表４　友人と授業後過ごす場所（複数回答）

 表５　グループ課題をする場所（複数回答） 表６　一人で過ごす場所（複数回答）
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１１．教職員との交流機会
　在学生の教職員との交流機会について、現状では、
授業担当者で日常的に交流がある学生は 28.2% であ
り、授業担当外教員とは 13.3% であった。また、職員
においては 7.9% の学生において交流機会があると答
えた。自由記述の中に、教職員のことを知ることで、
教職員や大学に愛着が湧くことや、同じ場所（キャン
パス内）にいながら学生のためにどのように機能して
いるかが分からないのが不思議であるという趣旨の意
見があった。（図６）

１２．教職員について
　学生自身が所属する学科の教員の専門領域を知って
いると答えた学生は 29.7% という結果であった。また、
事務の各課がどのような役割を担っているかについて
は「半分くらい知っている」学生が 13.7% であった。

（図７）

図６　教職員との交流機会

図７　教職員について
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１３．教職員に対する満足度について
　教職員に対する満足度について、教員に対して満足
している学生は 81.0%、職員に対して満足している学
生は 70.7% であった。また、どのような点について、
満足か不満足かを尋ねた自由記述においては、「接しに
くい」という趣旨の意見があった。また、「交流するこ
とがないので満足も不満もない」という意見もあった。

（図８）

Ⅳ．考察

　質問紙作成の際に抽出した５つのカテゴリーのう
ち、集計の対象とした４つのカテゴリーについて、結
果から、以下のようなことが考えられる。①キャンパ
スに対する満足度については、77.7％が「満足してい
る」となっており、不満な点として上がったのは、
施設・設備に関する内容であった。学習内容や人間関
係については、満足な点、不満な点の双方に見られる
ことから、学生の満足度を高めるためには、施設・設
備の充実という点は不可欠であると考える。とりわけ、
18 歳人口の減少や大学満足度ランキング等が公表され
ている昨今においては、満足度は可能な限り高い方が
良いと考えられるため、今後の取り組みが必要であろ
う。また、52.7％が正課に注力しており、正課外学習
へ注力している学生は 5.9％であった。本取り組みで
は、正課外学習を通した社会人基礎力育成を念頭にお
いていることから、正課外への注力の割合については、
今後高める取り組みを検討する必要がある。
　②大学生活全般についてのニーズについては、学内
イベントの希望、他学科の学習内容の関心共に 50％前
後のニーズがあり、有効回答者数が 444 人であること
を考えると、200 人以上の学生が希望していることと
なる。本取り組みにおいて社会人基礎力は、正課外に
おける学科横断的な学生同士による自主的な PBL 型
学習を進める中で育成しようと考えているため、学科
間交流に繋がる本結果は今後の参考となる。
　③教職員との交流についてのニーズについては、い
ずれの交流機会においても 30％を下回っており、教員
の専門領域や事務の職務内容の把握についても同様の
結果であった。その一方で、教職員に対する満足度は
いずれも 70％を越えていた。自由記述において、「交
流する機会がないので不満も満足もない」という意見
が上がっていることからも、現状では特に不満とする
ことがないという結果と考えられる。
　④学習設備に関するニーズについては、勉強する場
所、授業のない時間を過ごす場所、グループ課題をす
る場所として「空き教室」の利用ニーズが高い結果で
あった。学習内容によっては、複数の学生の議論を要
するものがあることや、談話、飲食が可能なスペース
として利便性が高いことに起因すると考えられる。そ
の上で、空き教室を知る方法が欲しいという自由記述
意見があり、この点については教室ドアに札を貼る等、
すぐにでも改善できる方法もあるため、検討したいと
考える。

図８　教職員に対する満足度
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Ⅴ．まとめ

　本調査は、社会人基礎力育成を目的とする、正課外
における学科横断的な学生の自主的な活動を通した
PBL 型学習を実施するための学びの拠点作りを試行す
るための基礎資料を得ることを目的として実施した。
調査の内容は、今後の活動に活用し得る学生のニーズ、
学習面における現在の西南女学院大学に対するニーズ
を問うもので構成した。質問項目は、共同研究者に加
え、在学生の意見を基に構築したものを使用した。
　結果から、キャンパス全体への満足度としては、
65.1% の学生が満足していることが明らかとなった。
また、本学の学生の 52.7% が正課に注力しており、正
課外学習へ注力する学生は 5.9% に止まるものであっ
た。今後、本調査の目的である学生の自主的な PBL
型学習の促進がなされれば、正課外学習において注力
する割合が増えると考えられる。
　また、学内でのイベント開催を希望する学生や他学
科の学習内容に関心を持つ学生がどちらも半数程度存
在していた。この点を踏まえた取り組みがなされれば、
キャンパス全体の満足度の上昇につながることが考え
られる。
　今後は、本結果を基に、学生の自主的な活動を通し
た PBL 型学習のための環境整備、取り組みを実施し
ていく。
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Research on Students’ Campus Needs

Masao Uemura ＊,   Hideko Oda ＊＊,  Rie Amamoto ＊＊＊,

Miki Tsukamoto ＊＊＊＊,   Yukio Takahashi ＊＊＊＊＊,   Kenichi Shinoki ＊＊＊＊＊＊

＜Abstract＞

     Each department of Seinan-Jo Gakuin University is training students to become specialists in 
the future.  We think it necessary to nurture students’ independent learning ability in classes and in 
extracurricular activities so that they can acquire the basic competence they need to help them work 
together with other specialists in the near future.  This paper reports on the results of our research on 
students’ campus needs in order to get data which could be used to facilitate students’ independent 
learning ability.
     The result shows that 60 percent of the students are satisfied with their campus life, while 
10 percent of the students put much emphasis on extracurricular activities.  This shows that 
extracurricular activities should be improved. In particular, this research shows that many students 
would like more opportunities to communicate with other students, the faculty and the staff and 
facilities which allow them.
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